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「持ち物の約束」に関するアンケートにご協力いただきありがとうございました。結果がまとまり 

ましたのでお知らせします。 

 

１ 「持ち物の約束」は必要だと思いますか？ 

・必 要 だ ８４人    ・必要ない ３人   ※未記入 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜必要な理由＞ ※複数の方から寄せられた意見 

・トラブルを防止するため（３５人） 

・学習に集中するため（１４人） 

・全く必要ないとは思えない。きまりは必要（９人） 

・きまりを守る習慣をつけるため（７人） 

・購入するとき決めやすい。準備しやすい（５人) 

 

＜必要ない理由＞  

・高学年には自主性や思考力を育てるためにも、ここまでのルールは必要ないと 

思う。 

・常識的なマナーだけでよい。 
 

【１の結果について】 
   

ほとんどの保護者の方は「持ち物の約束」が必要だと考えておられることが分かりました。 

  子どもの成長につながるようなトラブルとは違い、「物品やお金が絡むようなトラブルは経験 

  させる必要はない」という考えの方が多いように感じました。 

                                     ※裏面につづく 

～自分の可能性を広げる子に～ 

福翔
明治６年７月２３日開校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「持ち物の約束」の見直しは必要だと思いますか？ 

・必 要 だ  ３２     ・必要ない  ５６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜見直したい項目＞ ※複数の方から寄せられた意見 

・シャープペンシルは学年を指定した上で使用を認めてほしい。（９人） 

    ・消しゴムの色指定はなくていい。（６人） 

・模様の入った鉛筆も使えるようにしてほしい。（５人） 

・筆箱は自由にしていい（４人） 

・キャラクター付きもよしにしてほしい。（４人） 

・リップクリーム、ハンドクリームは自己管理ではダメなのか。（４人） 

・ノック式のボールペンも認めてほしい。（３人） 

 

【２の結果について】 
   

回答をいただいた保護者の３分の２は「今の約束のままでいい」と考えておられることが分か 

りました。逆を言えば３分の１は「見直した方がいい」と考えておられるということになりま 

す。見直す点としては「シャープペンシルの使用」が最も多く、次いで「消しゴムの色」「模 

様入り鉛筆」となっています。ただ、最も多い「シャープペンシル」であっても９人と、全回 

答者数の１０％でした。これを多いと見るか少ないと見るかは、意見の分かれるところだと感 

じました。 

 

 

今回のアンケート結果を受けて今後どうしていくかについては、ＰＴＡ執行部並びに理 

事の方々からご意見をいただき検討してまいります。およその方向性が決まりましたら、 

校報「福翔」や学年ＰＴＡ懇談会等で周知し、広く保護者の皆様からご意見をいただく予 

定です。 

なお、アンケート結果の詳細は、ホームページにも掲載します。そちらもご覧ください。 


